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論 文 内 容 要 旨（和文） 
学位論文題名 
補体レクチン経路と第二経路の活性化における 
MASP-1 および MASP-3 の役割 
補体は重要な自然免疫機構の１つであり，古典経路・レクチン経路・第二経路と呼ばれる 3 つの補体活性化経
路を通じて活性化する．補体因子 Mannose-binding lectin (MBL)-associated serine protease (MASP)-1 と










生体内において MASP-1 はレクチン経路の活性化に，MASP-3 は FD の活性化を介した第二経路の活性化に，
それぞれ独立して作用することが明らかとなった． 
次に，生体内でのMASP-1・MASP-3の活性化における両分子間の相互作用をWestern blottingにて評価し
た．その結果，Masp3-/-マウスの血清中の MASP-1 はほとんどが未活性型として検出され，mannan-agarose を
用いた血清中 MASP-1 の in vitro での活性化レベルは野生型と同等であった．一方，Masp1-/-マウス血清・血漿
中の MASP-3 は，野生型と同様にほとんどが活性化型として検出された．これらの結果から，MASP-1 の活性化
にMASP-3は必須ではないことに加え，MASP-3は主に活性化型として血液中に循環しており，その活性化機構


















補体レクチン経路と第二経路の活性化における MASP-1 および MASP-3 の役割 
Role of MASP-3 in the Physiological Activation of Factor D of the Alternative Complement Pathway 
 
補体は重要な自然免疫機構の一つであり、古典経路・レクチン経路・第二経路と呼ばれる三
つの補体活性化経路を通じて活性化する。本研究では、補体因子 Mannose-binding lectin 
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